
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 （社）日本ユネスコ協会連盟と読売新聞社は、次世代を担う子どもたちに「現在の地球環境を

取り巻く問題点を分かりやすく伝え、自分たちに出来ることは何かを考えてもらいたい」という

願いから、「ずっと地球と生きる 学校プロジェクト」を始動しました。 

 

 

 このプロジェクトは、「国連・持続可能な開発のための教育の 10 年（United Nat ions 

Decade o f Educat ion for Sustainable Development＝ UNDESD」の取り組みの一環

として、「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）」の概念に基き、地球環境に配慮した取り組み

を行っている企業と共に、「総合的な学習の時間」への出前授業を行うものです。 

 

 

 

詳細はこちら↓ 

http://esd.yomiuri.co.jp/ 
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（社）日本ユネスコ協会連盟は、1947年、ユネスコ憲章の精神に共鳴した人びとによって、世界にさきがけて仙台で始められた民間ユネスコ運動を続けるユネス

コ協会の連合体です。現在ユネスコ協会の数は日本各地に約300、「世界の平和と人類の福祉」の実現を目的に、教育支援活動としての「ユネスコ・世界寺子屋運

動」や有形・無形の自然や文化を守るための「世界遺産活動」、未来を担う子どもたちを応援する「青少年育成活動」などに取り組んでいます。 

～ 国連・持続可能な開発のための教育の 10年 ～ 

「ずっと地球と生きる 学校プロジェクト」 スタート 

 


